
 

区分 活動内容 今後の対応 

業務の概要 
◆ふるさとワーキングホリデー実施に伴う、つながり人口・関係人口の創出 

◆移住・定住促進や伊那市PRを目的とした各種セミナー参加 

活
動
予
定 

◆ふるさとワーキングホリデー実施継続、

および受入れ先企業・宿泊先の掘り起こ

し活動継続。 

◆ワーホリセカンドの活用=過去参加者と

のつながり強化。 

◆来年度以降の引継ぎ対応。 

これまでの 

活動内容 

◆ふるさとワーキングホリデー実施 

令和７年度参加数（９月末時点）：２３名 

◆ワーホリ・セカンド実施 

ワーホリを終えた参加者から「再訪して、もっと伊那

とつながりたい」という声が多かったことを受け、長

期滞在へのハードルであった宿・レンタカー等の費用

補助を実施。上半期の利用者は１名であったが、希望

者多数のため下半期には更に活用していきたい。 

◆その他つながり 

昨年度のワーホリ参加者から、都内の子ども達に伊那

の素晴らしさを伝えたいと申し出があり、２泊３日伊

那体験ツアーを企画・実施。 

◆セミナー・説明会等参加 

ふるさとワーキングホリデー合同説明会やタイアップ

企画動画（@総務省）等に参画し、伊那のワーホリ等

を広報。 

 

▼写真 

 

課
題 

 

◆ふるさとワーキングホリデーの受入れ範

囲拡大に向けた、新規事業者および宿泊

先の開拓。 

◆高齢者向けのおしごと開拓や、短期間滞

在型ワーホリ等、プログラム内容の幅拡

大。 

 

伊那市地域おこし協力隊 活動紹介 

令和７年度上半期 (令和７年４月～令和７年９月) 
ミッション名 つながり人口クリエイター 氏名 朴 南淳 


